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症例lは投与量は減少， 症例2は GCSF(granulocyte 





























































CDDP 75 mg/m2/d, 4週毎で3回投与例が最も多




























































































































































































































放剤であるアドリアマイ γン含有ポリ L 乳酸マイク
ロスフェアー（ADR-MS）を使用した.ADR-MSは in
目的では約20日間かかってほぼ一定の放出率で ADR
























































8.5 Gyの X 線照射は骨髄死をもたらすが，照射後
に OK432を腹腔内投与することで造血系に対する影
響は抑えられ，個体は放射線による急性死を免れた．




















































DNA unwinding assayで測定した DNA鎖切断は Zn


























250 mg/kg 経口投与群， 0.22±0.06μgig' 2群 5
mg/I《g 腹腔内投与群， 0.85±0.14 μgig, 3群 200μg 
腫場内局注群，非局注側 3.42±2.84μgig，局注側





















































製，帝人よ り供与） 0.2 mg, ZCE-025を 40.0mg経静
脈的に役与し， 3日後に SPECT(SINGLE PHOTON 
EMMISION CT）等の SCINTIGRAPYを施行，その
所見を採取病理所見と比較検討した．また経時的に血
















































我々は5例（1:I.B.L. (GM-CSF産生）， 2: Fibrous 
Histio cytoma (G-CSF), 3：隣癌（G-CSF),4：肺癌（G-
CSF), 5：胃癌（G-CSF））の CSF産生腫蕩を経験した．
主たるCSF活性はmonoclonal抗体によるコロニ 形ー
成抑制，及び血中・腫湯細胞培養上清中の CSF活性
を ELISA法で測定し同定した 白血球数は著猶し，
全例で CRP は強陽性であった．生化学検査では
Trans aminaseが正常か軽度上昇，胆道系酵素は軽度
上昇しており，症例5を除く全てに原因不明の直接
bilirubin高値を認めた．剖検標本では全例にグリソン
周囲の線維化と好中球優位の細胞浸潤を認め，小葉内
には好中球，一部単球浸潤を伴った痩死巣が認められ
た．また bileretensionも認めた．症jlJ4から樹立し
た細胞株（KHC287）がヌードマウスに生着し．この
マウスの肝にも同様の所見を得ている．またこれら5
症例からは他に IL-Iや IL・6が検出された．
24）骨髄パンクについて
小児科
O秋山祐一
全国骨髄移植登録による急性白血病等の骨髄移植の
治療成績について述べた．血縁者で提供者のいない骨
髄移植適応患者については非血縁者聞の骨髄移植が可
能になることにより救命的治療が可能になるため骨髄
パンクが必要になる．一方提供者と患者の利害関係が
相反する場合も存在し得るので骨髄パンク システム策
定にあたっては慎重にする必要がある点が存在する．
公的機関としては日本赤十字社が望ましいと考えられ
るー
